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び庄痛は改善認め追加手術後10 日目で退院とな っ

た .

1 2　 2 歳で発症した m al r o t a ti o n , v o l v u l u s の1 例

近藤公男・大澤義弘（太田西ノ内病院小児外科）平山裕

症例 は2 歳10 カ月の 男児 . 曜吐
,
腹 痛を主訴に

当院小児科を受診
,
急性胃腸炎を疑わ れ輸 液を開

始さ れた . 腹部は軟で膨隆なく腰痛等も触知せず ,

輸液後も症状は改善せず , 次第に顔色不良となり ,

血算 で も貧血 の 進行あり . 腹部 エ コ ー

,
C T に て腹

水の 貯留あり . 外科疾患 を疑 い
,
発症後約12 時 間

で 緊急 開腹 し た . m a l r o t a ti o n
,

v ol v ul u s の 所見

で空腸か ら横行結腸中程ま で 著明なる血 行障害あ

り ･ 捻転を解除し翌 日 s e c o n d l o o k o p e し
,
空腸 38

c m を温存し腸療と した . そ の 後空腸横 行結腸 吻

合を施行 したが
,
温存した空腸は徐々 に狭 窄 し最

終的に十二指腸 で 閉鎖した . 近日中 に十二 指腸横

行結腸吻合 の 予定で ある . 好発年齢 を外 れ た本症

の診 断の 困難さを痛感させ られた症例 で
,
患児 の

精神的ケ アも含め治療 に難渋し て い る .

1 3 　 特 殊 な 病 型 を 呈 し た小腸閉鎖症 の 2 例

山 崎 哲 ・ 窪田 正幸
八 木 実 ・ 飯沼 泰史
金 田 聡 ・ 木下 義晶
村 田 大 樹 （新潟大学大学院小児外科）

特殊な病型を呈 した小腸閉鎖症 の 2 例を経験 し

た の で 文献的考察を加え報告する .

症例 1 は回盲部の w i n d s o ck 型膜様閉鎖 で
, 荏

胎4 1 週 2 日
,
3 4 1 8 g で 出生 した男児 である . 生 後 2

日 よ り腹 部膨 満
,
喧 吐を き た し

, 注腸 造 影 で

m i c r o c ol o n を認め
,
回盲部 で拡張し

,
その 口 側 は

造影され なか っ た . 縦切開 ･ 膜部分切除 ･ 横縫合

腸管形成術を施行 した . 回盲弁の 閉鎖 と考え られ

たが
, 病理組織検査 で は回盲弁 の 確診 は得 られ な

か っ た .

症例 2 は高位空腸多発膜様閉鎖 の 症例 で
, 在胎

3 2 週6 日
,
18 90 g で 出生 した 女児 で ある . 生後 2

日
,
腹部膨満

,
胆汁性曜吐 で発症した . 縦切開 ･ 膜

切開 ･ 横縫合腸管形成術を施行 した . 膜様物 の 病

理所見 で結合組織増生を認め
, 胎生期 の 2 次障害

が閉鎖 の 成因と考えられ た .

1 4 　感染性巨大 肺嚢胞に対 し胸腔鏡下手術を施行

し ， 良 好 な 結 果 を 得 た 一 例

岡本 竹司 ・ 土 田 正 則

斉 藤 正 幸 ・ 青 木 正
橋本 毅久 ・ 林 純 一 （新潟大学大学院医歯学総合研究科呼吸循環器外科）

症例は47 歳男性 . 4 年前か ら胸部 レ ン トゲ ン で

左巨大肺嚢胞を指摘され て い た . 今回左上胸部痛
,

発熱が出現 ,
臨床症状と画像上 巨大肺嚢胞 内 に液

体貯留を認め た こ と から巨大肺嚢胞 に感染を合併

したと診断さ れた . 抗生剤 の 長期投与を受けた が

発熱
,
C R P 高値持続す る ため 手術目的に 当科紹

介とな っ た . 手術 は 別室鏡下に巨大肺嚢胞 内容を

ドレ ナ
-

ジ
, 洗浄後巨大肺嚢胞を開放, 縫縮 した .

術後持続洗浄を7 日施行し症状
, 炎症所見 は軽快

した . 第10 病日 ド レ ー

ン 抜去
,
1 7 病日に退院とな っ

た . 術中 の嚢胞内容 ,
術 後洗 浄排液 の 細菌培養 は

い ずれも陰性 で あ っ た . 感染性巨大気腫性肺嚢胞

は基本的に保存的療法を選択するが
, 本例 で は抗

生剤が著効せず胸腔鏡下手術を施行 し良好な結果

を得た .

動脈－右房瘻の1手術例

高橋 善樹 ・ 秋 顕
羽 賀 学 ・ 中 澤 聡
金沢 宏

山 崎 芳 彦

15　Pseudo Batter Syndromeを呈した巨大左冠

（新潟市民病院心臓血管外科）
（同　救急救命センター）

症例は52 歳女陳 平成13 年4 月 の検 診 で 心拡大

を指摘さ れ 近医受診 . 当初拡張型心筋症 と し て

A C E 阻害剤を投与され レ ニ ン ア ル ドス テ ロ ン の

軽度上昇を認め て い た . 6 月に 入り労作 時息切 れ

増強し心 エ コ ー で冠動脈療を疑われ
,
8 月 に行 わ

れた心臓 カ テ ー テ ル 検査 で Q p / Q s 7 .62
,
回旋枝

から起始すると思われ る巨大冠動脆一右房療を認

め手術目的に当科紹介 とな っ た . 1 1 月 2 日
, 体外




